
○【５】シンポジウム全体の感想・意見・要望

1
給食のおかげで、平日の子どもたちはお昼ご飯を安心して、安全に食すことができます。ありがたいです。肥満が諸外国と比べ

て少ないのも給食のおかげです。

2 共同調理場での給食施設についての考え方が広がりよかったです。

3 わかりやすい説明でよかったです。しばらく小学生、中学生の子どもがいるので安心しました。

4

学校給食に多くの方がかかわっておいしいものを食べることができているのが本当に実感できました。いつも給食はおいしいと

言っている子どもに今日の話を教えてあげたいですし、家での食事も気をつけて調理しておいしいものを食べさせたいと思いま

した。

5 金田先生の講演は本当に理解を深めさせてくれ、センター給食へのイメージアップにつながりました。

6
金田先生の「最新の調理器具を使いこなし、手作りをベースに取り組むことが前提」という言葉で保護者はかなり安心したと思

う。

7 建設について金田先生に助言者として参加してほしい。

8
共同調理場設置を聞き、正直美味しくなくなると後ろ向きな気持ちばかりでした。今日のシンポジウムで、別府市の将来を見据

えてもっともっと良いものを作っていっていただきたいと思います。

9
金田先生の話が分かりやすく、共同調理場での様々な取り組みに驚かされ実践を交えての話を聞いてとてもよかったです。藤澤

先生が話をされていた給食のための畑が作られると良いなあと思いました。

10

これまで給食センター化について市の説明を聞いてきましたが、財政の話や「安全安心」ばかりを訴えるもので、センター化に

ついては不安でしかありませんでした。金田先生の食育を中心にしたセンターの事例を聞いて安心しました。先生が実践してい

る「安全安心」のレベルの高さに関心しました。

11 金田さんがいましていることを新センターに取り入れてほしい。

12
個別の給食室の改修より、センター化の方が安上がりのように説明されていましたが、別府市の中には新しくて、耐震工事など

必要ない給食室もあります。費用面に関しては疑問です。

13
学校現場から保護者への説明が少ない。センター化に向け、学校管理職・教育委員会の統一した見解として保護者に対して早速

に説明会を開いてほしい。教育委員会と教員との温度差を感じる。合同説明会ではなく単ＰＴＡごとに。

14
中学校の共同調理所場が熊本地震の時に２週間も稼働できなかった。急いで建て替えと言っていたが、今まで放っておいておか

しいと思った。

15
家庭も給食もファストフードの物ではだめ。やはり手作りにこだわっていかないと。その為に新センターができるまでにたくさ

んの考えていただきたいです。

16
広報(新システム)のためのものという感じがします。保護者への確実な説明は学校では行わないのか。多くのことが決定された

あとで知らされるだけでは多くの保護者が戸惑うと思うし、不安が増す。学校での説明会を早急に行うことを望む。

17
なぜこの時期にこの会なのかが理解できない。もっと早い時期にするべきだと思う。共同調理場にするべきだとの会だと感じ

る。調理してくれている人の顔が見える給食を子どもたちに提供してもらいたい。

18
市の図書館に対する取り組みに比べて、給食に対しての取り組みはずいぶん地味だなと感じました。市の姿勢のあらわれのよう

に感じます。高松さんのおっしゃっていた「夢を語りあって」というシンポジウムを次回期待します。

19 参加者の質問時間をもう少しとってほしい。一方的な講演会という感じです。

20 せっかくの資料、字の見える大きさにしてほしかった。

21 これから、計画が進むたびにこういった機会を設けていただき、より広く知ってもらえるような会にしてほしい。

22 小さなお子さんをもつ保護者も参加しやすくなるよう託児サービスがあるとよい。

23
たくさんの市民が集まってのシンポジウムが盛大に行われたことはとてもよいことだと感じました。今後もいろいろの方面の方

に集まってもらい給食のあり方について考える場になればよいと思います。

24 概要説明の資料も配布してほしかった。わからない単語が多く説明がわからなかった。

25 会場の質問は、質問者に発言させないと真意が伝わらないので、回答が的を得たものにならなかった。

26 今の各小学校・中学校での様子が知りたい。どう変わるのか知りたい。

27 金田教授の言葉「やればできる」の言葉のように別府市でもやってほしいです。

28
学校が抱える様々な課題を｢給食｣という観点から課題解決にチャレンジできるような共同調理場ができるとよいと思いました。

そのためには子に関わる人が意見交換でき、ボトムアップで職員提案できる仕組みがあってほしいです。

29

衛生管理は施設と（施設で従事する）ヒトとの両輪で成立するものです。講演のタイトルに「衛生管理」が入っていたのでもう

少しその点に関しての詳しい内容が聞きたかった。文部科学省の視点だけでなく、厚労省の立場からの考え方が衛生管理には必

要と考えます。


